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 エネルギー回収施設

（立谷川）の建設工事

は６月よりプラント工

事に着手し、現在まで

に大型機器の大半が搬

入されております。    

 炉室では下部から順

に機器の搬入組み立て

が行われ、現在は炉室

最上部の組み立てが行

われております。 

 今後の工事としまし

ては、大型機器の搬入

が終わる１２月頃か

ら、屋根工事を始める

予定です。 

南面の外壁張りの状況【１０月１６日撮影】 

 建物の外壁は耐候

性※と断熱性に優れ

た「ガルバリウム鋼

板断熱パネル」を張

り付けています。 

 基本色は白色系と

しており、周囲の環

境に配慮したものに

なっております。 

 
※耐候性：屋外で使用する際

の太陽光、雨風、温度変化な

どに対する耐久性。 

炉室最上部 ボイラドラムの搬入状況【９月２９日撮影】 

 地上約３０ｍ付近での写真です。 

 大型クレーンを駆使し、限られた隙間から慎重に機器を下ろしていきます。 
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 ▲５階ホッパーステージ・ごみピット【１０月８日】 

  これから、燃焼装置にごみを送るごみ投入口と 

  ごみクレーンが据え付けられます。 

  

▲ボイラパネルの搬入状況【９月２8日】 

 ボイラは、ごみの燃焼により得られた熱を蒸気

（エネルギー）として回収し発電に利用します。 

 ▲エコノマイザ―【９月２９日】 

  燃焼ガスを利用して、ボイラに送る水を温めて  

 おくことより、熱回収効率を上げる装置です。 

▲管理棟１階の内装工事 【１０月８日】 

 部屋の間仕切りを行うため、軽量鉄骨で間仕切り  

 壁をつくっています。 

▲1階積出場の防水工事【７月２２日】 

 生成されたスラグ等の積込・搬送を行うエリア 

 はアスファルト防水が施されます。 

▲ボイラ補機室プラント配管 【９月２９日】  

 ボイラへの給水装置や腐食を防止する薬液等を   

 送る装置がある部屋です。 

 プラントの大型機器の搬入が終わると、屋根工事を行ってまいります。重量物の搬入が終わることに

伴い、４基ある大型クレーンは解体されます。外装の工事が終わったところから、内装の工事を行いま

す。工種が増えることから、更に多くの作業員も出入りすることとなり、車両の通行など大変ご迷惑を

おかけいたしますが、警備員を配置し安全な運行に努めてまいります。 

 平成２９年１０月の稼働に向け安全に工事を進めてまいりますので、引き続きご理解ご協力のほど、

よろしくお願いいたします。 

～  今後の建設工事について ～ 

 


